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節
六
十
Ｍ
金
木
町
議
会
定
例
会
は
、

三
月
十
八
日
（
土
）
招
集
、
二
十
五
日

（
土
）
ま
で
八
日
間
に
わ
た
っ
て
附
か

れ
ま
し
た
が
、
会
剛
巾
に
は
、
昭
和
四

十
じ
年
腱
一
般
会
緋
当
初
予
卯
や
二
室

八
探
を
二
宗
七
課
と
す
る
機
栂
改
岐
の

探
投
瞳
条
例
の
改
正
な
ど
十
四
議
案
の

ほ
か
、
次
の
選
挙
か
ら
、
定
数
二
十
六

〔
写
真
Ｉ
上
水
道
お
よ
び
畑
か
ん
が
い
用
地
下
水

の
適
地
予
備
調
査
現
場
】

ノ

‐
！
ｐ
二
旧
Ⅸ
旧
＃
｜
倖
五
日
』
口
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

師
金
木
町
議
会
定
例
会

当
初
予
算
は
六
億
台
へ

議
員
定
数
を
二
十
名
に
減

人
を
三
十
人
に
す
る
「
町
議
会
砿
此
の

定
数
を
減
少
す
る
条
例
」
を
脈
案
ど
お

り
呵
決
吠
偲
し
ま
し
た
。
成
立
縦
案
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
昭
和
剛
十
六
年
度
金
木
町
一
般
会
帥

補
正
予
算

年
皮
未
に
あ
た
っ
て
、
決
算
兇
込
み

に
よ
る
補
旺
予
卯
で
、
歳
入
歳
出
と
も

｜’
○
Ｍ
和
叫
十
七
年
僕
金
木

川
国
民
他
服
侃
険
特
別

公
付
邪
業
勘
定
予
算

凶
十
七
年
二
川
一
冊
か

ら
隆
擁
閏
一
三
・
七
％
の

仙
化
げ
や
七
十
五
イ
以
上

の
老
人
恢
捺
一
○
刑
給
付

を
冊
子
と
し
た
予
晩
で
、

歳
入
城
川
と
も
一
他
流
千

七
百
十
二
万
二
千
川
と
し

た
。
○
Ｍ
和
川
十
七
年
腿
金
木

町
脚
民
健
砿
保
険
時
別

会
計
肛
診
勘
定
予
算

休
業
中
の
押
艮
巾
診
旅

所
を
、
再
開
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
即

把
っ
て
、
決
算
兇
込
み
千
五
両
力
円
と
し
た
。

邪
で
、
歳
入
歳
出
と
も

機
構
を
二
室
七
課
に

奨
学
金
は
全
喋
立
商
校
を
対
象

一
千
五
百
州
十
門
万
九
千
円
を
減
額
し

総
額
で
六
侭
一
千
八
両
八
十
二
五
↓
、
千

円
と
な
っ
た
。

減
額
の
主
な
も
の
は
、
巾
央
公
民
舗

川
地
と
広
域
行
政
の
町
逆
幣
伽
川
地
岡

収
賀
で
、
こ
れ
は
、
四
十
じ
年
度
に
州

ｋ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

○
Ｍ
和
叫
十
六
年
度
金
木
川
国
民
健
雌

保
険
時
別
会
帥
血
診
勘
定
補
庇
予
猟

喜
良
巾
診
採
所
の
咲
川
の
硴
保
が
で

き
な
く
休
業
状
態
な
の
で
、
歳
入
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
大
巾
に
減
和
し
、

三
十
三
万
七
千
円
の
雌
小
必
要
制
と
し

た
。
○
昭
和
山
十
七
年
腱
金
木
町
一
般
会
緋

予
算
歳
入
歳
出
と
も
四
十
六
年
腱
の
当
初

予
算
よ
り
仲
卒
一
七
・
八
％
の
六
億
三

千
五
両
力
円
と
し
た
。

応
し
た
総
繊
八
面
十
八
万
川
千
門
の
予

算
に
し
た
。

Ｃ
金
木
町
裸
没
胱
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

二
窒
八
礫
で
あ
っ
た
の
を
、
総
務
、

財
政
雛
を
統
合
し
て
総
扮
課
と
し
、
二

宗
七
探
に
改
庇
し
た
。

○
金
水
川
役
助
支
所
投
碓
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

現
住
、
川
鱗
関
係
の
那
研
は
、
氷
庁

で
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
改
旺
し
た
も
の
。

○
金
木
町
税
条
例
の
一
部
を
改
旺
す
る

条
例
別
定
資
應
税
を
櫟
堆
税
率
に
す
る
た

め
、
昨
年
か
ら
両
分
の
○
・
一
ず
つ
引

き
下
げ
る
甜
剛
で
、
今
年
は
二
年
川
。

両
分
の
一
・
丘
と
し
、
四
十
八
年
度
に

は
標
準
税
率
の
百
分
の
一
・
川
と
な
る
。

○
金
木
町
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

川
三
千
円
の
奨
学
金
は
、
そ
の
対
竣

荷
が
鼎
硴
金
水
尚
校
の
繩
学
生
の
み
で

あ
っ
た
の
を
「
県
立
尚
校
」
の
伍
学
生

を
対
象
に
す
る
よ
う
に
改
め
た
。

○
金
木
町
公
民
舗
使
川
料
条
例
を
改
服

す
る
条
例

淵
瀬
公
民
航
が
新
投
さ
れ
た
の
で
改

旺
し
た
も
の
。

○
余
水
川
国
民
雌
服
保
険
条
例
の
一
部

を
改
服
す
る
条
例

七
十
Ｋ
才
以
化
の
と
人
の
腿
擦
岱
を

無
料
化
す
る
た
め
の
改
旺
。

○
必
典
性
の
な
い
条
例
を
雁
Ⅲ
し
た
も

の
は
次
の
と
お
り
。

金
木
町
新
川
建
投
群
議
会
条
例

稲
作
改
辨
対
鮪
特
別
堆
金
投
祇
条
例

金
木
川
粉
食
川
匝
施
投
冊
堆
利
川
料

条
例

○
金
木
町
議
会
議
負
の
定
数
を
減
少
す

る
条
例
（
縦
幽
捉
案
に
よ
る
）

議
口
定
数
二
十
六
人
霧
、
こ
の
次
の

一
般
選
挙
か
ら
二
十
人
に
減
じ
た
。 7
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六
千
八
百
四
十
万
円
と
い
う
偕
金

（
町
悩
ｌ
長
期
間
の
借
入
金
）
を
し
、

歳
出
で
は
四
千
九
十
三
万
二
千
円
を
返

済
（
公
偵
賀
）
す
る
予
猟
で
は
あ
り
ま

す
が
、
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
国
お
よ

び
肌
か
ら
の
補
助
金
か
四
徳
九
千
七
百

六
十
二
万
六
千
円
と
い
う
多
額
の
収
入

が
あ
る
の
に
助
け
ら
れ
、
別
衣
一
の
と

お
り
、
総
予
算
額
の
三
二
・
九
％
を
占

め
る
杵
通
建
設
邪
業
費
の
二
偲
八
百
九

十
四
万
七
千
円
と
い
う
の
が
そ
れ
で
、

町
艇
の
公
約
の
ほ
と
ん
ど
が
果
た
さ
れ

そ
う
で
す
。

つ
い
で
、
大
き
い
の
は
、
職
凸
の
給

料
や
詣
手
当
な
ど
人
件
費
の
一
催
九
千

二
百
八
十
六
万
二
千
円
、
特
別
地
″
公

共
団
体
で
あ
る
北
沌
唯
北
部
消
防
聯
勝

組
合
、
公
立
金
木
柄
院
組
合
、
閥
北
五

術
生
処
理
組
合
、
緬
薄
児
施
段
組
合
、

合
併
し
た
金
木
股
協
、
川
か
お
よ
び
滕

枝
土
地
改
良
区
な
ど
、
そ
の
他
各
純
川

体
へ
の
助
成
金
や
袖
助
金
呼
、
緋
七
千

六
百
三
十
四
万
三
千
円
、
本
年
一
月
か

昭
和
四
十
七
年
度
の
当
初
予
算
は
、
三
月
十
八
日
（
土
）

か
ら
二
十
五
日
（
土
）
の
八
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た

第
六
十
回
町
鍍
会
定
例
会
で
脱
案
ど
お
り
川
決
さ
れ
ま
し

た
が
、
予
節
規
棋
は
歳
入
歳
出
と
も
、
昨
年
度
当
初
予
算

よ
り
十
七
・
八
％
の
九
千
六
百
十
八
万
九
千
円
上
姻
っ
た

六
侭
三
千
五
百
万
円
と
い
う
大
地
予
猟
に
な
り
ま
し
た
。

四
十
七
年
度
の
当
初
予
算

総
額
の
三
割
は
人
件
費

へ
陸
防
峠
伴
い
院
牒
卜
）
布
’
’
’

十
七
年
度
の
鍔
一
荊
亙
瞬
艫
」

／

8

事
業
費
に
約
二
億
九
百
万
円

Ｉ
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
児
亜
手
当
な
ど
の

扶
助
出
一
千
五
万
円
か
主
な
も
の
で
、

昨
年
に
比
較
し
て
約
四
千
五
百
万
円
と

大
巾
則
額
の
、
約
七
千
八
百
九
十
万
円

計
上
さ
れ
た
鵬
林
水
雄
業
批
と
町
辿
樅

術
に
亜
点
を
お
い
た
土
木
曲
の
約
六
千

二
百
万
円
は
「
股
業
と
観
光
の
町
づ
く

り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
予
算
で
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
予
算
額
は
少
な
い
が
、
芦
野

公
剛
さ
く
ら
祭
り
の
委
純
料
百
五
十
万

円
、
そ
の
桜
ま
つ
り
刺
に
、
芦
野
公
圏

内
の
道
路
舗
装
を
主
体
に
し
た
撚
附
工

伽
間
六
百
万
円
、
又
ま
つ
り
四
十
一
万

円
が
緋
上
さ
れ
て
い
る
の
も
楽
し
み
の

ひ
よ
つ
。

そ
し
て
、
上
水
道
や
畑
地
か
ん
が
い

川
の
地
下
水
と
温
雅
源
の
適
地
調
介
出

と
し
て
三
百
万
円
、
さ
ら
に
中
央
公
民

館
用
地
脳
入
費
に
三
千
万
円
緋
上
し
た

こ
と
は
「
明
る
い
町
づ
く
り
」
に
対
す

る
前
向
き
の
姿
勢
を
示
し
た
も
の
と
し

て
期
待
さ
れ
る
予
算
で
あ
る
、
と
好
感

、
１
１
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｆ

六
億
三
千
五
百
万
円
丁

濤
負
担
大
き
い
事
務
組
合

生
砺５

期
待
は
水
資
源
の
本
棚
杏

４

苛
詞
２

夕
４
１
－Ｌ一

部
邪
務
組
合
の
公
立
金
水
瓶
院
の
な
も
の
。

典
担
金
七
百
八
十
四
万
八
千
川
、
Ⅲ
燗
・
‐
，
‐
・
…
。
。
：
・
・
・
！
…
！
‐
！

北
五
術
生
処
即
組
合
典
扣
金
一
百
三
十
一
保
険
衛
生
費
一

六
万
・
手
円
、
を
は
じ
め
、
水
擬
源
州
①
術
生
総
獅
曲
二
七
六
千
円

発
捌
在
蛮
（
上
水
逆
、
畑
地
か
ん
が
い
報
酬
、
疵
金
、
旅
鋭
呼
で
三
ハ
万
円

川
水
、
温
永
源
遡
地
）
の
三
百
万
円
、
食
繩
出
、
消
耗
品
、
法
規
追
録
で
六
万

雁
き
ゅ
う
車
峨
入
費
間
万
円
な
ど
が
主
三
千
円
、
献
川
排
進
委
肥
料
五
万
円
惇

を
も
た
れ
て
い
ま
す
。
主
な
る
も
の
を
あ
げ
れ
ば
次
の
と
お
り

以
下
、
科
目
別
に
、
内
容
に
つ
い
て
で
す
。
（
人
件
鋤
に
つ
い
て
は
宵
略
）

！
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①
浦
州
総
務
鋤
川
、
八
八
じ
千
円

職
口
給
料
、
猫
手
当
、
共
済
負
拙
金
で

七
十
一
万
七
千
円
、
術
生
処
抑
組
合
典

川
金
の
三
百
弐
十
六
万
三
千
円
な
ど
。

②
雌
芥
処
即
蛮
・
・
、
↑
、
正
し
ニ
リ

ゴ
ノ
ノ
ワ
ー
Ｉ
Ｊ
Ｊ
／
『
「
１
１
１
１

収
集
人
夫
賃
百
九
十
〃
円
、
修
肌
、

燃
料
代
脈
卜
九
刀
円
、
噸
芥
収
娠
袋
代

十
二
万
円
、
役
務
曲
と
し
て
失
業
保
険

室
万
一
千
川
、
労
災
保
険
一
万
八
千
川

①
上
水
道
洲
介
投
肚
委
托
料

三
、
（
〕
望
Ｕ
千
円

昨
年
度
は
、
予
備
調
侮
撹
と
し
て
六

十
万
円
、
本
年
度
は
、
上
水
道
、
韮
体
に

畑
地
か
ん
が
い
川
地
ト
水
適
地
の
木
洲

在
と
温
泉
源
遡
地
予
備
調
介
賀
と
し
て

二
百
万
円
計
上
。

で
あ
り
ま
す
。

②
予
防
賀
二
、
四
一
・
二
千
円

報
仙
甜
（
予
防
擬
繩
脹
帥
、
行
捜
岫
）

一
・
・
十
九
万
八
千
円
、
ワ
ク
チ
ン
消
磁
楽

品
Ⅳ
三
十
万
Ⅲ
、
委
托
料
（
絲
核
検
診

薬
Ｍ
、
成
人
摘
予
防
）
六
十
万
Ⅲ
群
、

价
上
料
況
刀
川
呼
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
域
境
衛
生
賀
一
、
汎
血
八
千
円

火
弗
川
燃
料
お
よ
び
修
即
代
十
四
万

八
千
円
、
晒
紙
架
投
料
、
泄
禰
料
で
六

万
円
、
原
材
料
曲
駆
虫
剤
代
と
し
て
二

十
狂
万
円
、
附
仙
腓
人
出
（
樅
き
ゅ
う

叩
）
両
刀
Ⅲ
、
化
舳
価
券
十
万
円
弾
。

④
雌
子
術
生
費
六
八
九
千
円

脈
州
、
一
般
州
州
ミ
ル
ク
化
〃
十
七

万
Ｗ
千
円
、
服
柵
九
万
円
で
あ
る
。

⑤
摘
院
縦
附
撹
八
、
○
二
七
千
円

金
木
荊
院
幽
扣
金
七
両
二
十
万
川
、

川
符
別
口
扣
金
六
十
川
万
八
千
円
、
雌

進
学
学
院
振
興
会
負
拙
金
卜
八
万
九
千

円
。

清
掃
費

上
水
道
費

ll!洲航i剛
J1ⅡPIID2鄙Ef11I

IlPI11｣1111111
1

町

11

11

11

11llI3lllllj

(2）



llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllIIllllllllllllllllllⅢⅢlllllllllllllllllllllllllllllillllllllllllllllⅢⅢ|||||lllllilllllllllllllllllllllIIMlllllllllIIIIIIlllllllllllllllllllillllllII|lllllllllllllllllllⅢﾘ川llllllllllIIllllllllllllll

一･=一､”■P-■_÷9G口〃＝凸■

総
額
一
億
六
百
三
十
二
万
五
千
円
の

総
務
費
は
、
淵
瀬
小
学
校
塊
二
期
工
珊

饗
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
「
教
育
費
」

に
次
い
で
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
企
凹
室
、
総
務
肌

税
務
課
、
町
民
肌
な
ど
、
一
室
三
課
の

大
世
梢
の
予
算
を
か
か
え
て
い
る
か
ら

で
す
か
、
項
Ｈ
別
に
主
な
る
も
の
を
あ

げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
す
。

①
一
般
皆
即
甜
Ⅱ
六
四
、
五
Ｗ
二
千
円

職
幽
共
済
組
合
、
退
職
組
合
な
ど
職

総
務
管
理
費

【
写
真
Ｉ
郡
北
一
を
誇
る
金
木
町
役
場
庁
舎
】
総
合
汁
画
沸
の
印
①
戸
籍
住
民
蚕
録
役
八
、
七
九
八
千
円

可

庁
舎
管
理
に
約
六
百
万
円

辮
獺
唾
率
課
（
室
）
の
大
世
帯

画
関
係
の
負
担
金
を
は
じ
め
、
各
和
の

負
担
金
一
千
三
百
二
万
八
千
円
、
金
木

倦
林
料
か
ら
借
り
て
い
る
喋
立
金
木
刑

校
用
地
約
八
十
ア
ー
ル
の
払
い
下
げ
代

金
七
百
二
十
万
円
（
眼
へ
の
寄
附
金
分

と
し
て
）
、
消
耗
品
、
印
刷
製
本
賀
、

食
測
曲
な
ど
柵
要
賀
二
百
九
十
万
円
、

旅
蛮
三
十
万
円
、
交
際
賀
百
二
十
万
円

が
主
な
も
の
。

②
又
甜
広
報
黄
Ⅱ
二
八
六
千
円

広
報
金
木
だ
よ
り
六
川
分
二
十
一
万

円
が
主
で
、
他
は
旅
賀
、
消
耗
品
費
な

ど
。③
財
政
笹
雌
曲
一
○
千
円

④
会
伽
管
即
賀
六
五
千
円

⑤
財
咋
管
理
賀

七
、
七
七
三
千
円

こ
の
予
算
の
九
九

％
が
役
場
庁
舎
の
管

蝿
維
持
賀
で
、
そ
の

主
な
も
の
は
、
燃
料

徴
（
ガ
ス
、
暖
〃
川

砿
汕
、
自
動
車
の
ガ

ソ
リ
ン
等
）
百
四
十

三
万
鯛
千
円
、
価
無

料
や
地
気
保
安
委
紙

料
八
十
流
万
二
千
円

弛
荊
料
百
九
十
二
万

円
、
火
災
お
よ
び
、

勤
車
の
保
険
料
百
四

万
Ⅷ
千
円
、
げ
舎
、

浄
化
棚
、
ボ
イ
ラ
ー

の
消
州
鷲
百
六
十
八

万
円
等
。

、
企
凹
賀

一
、
五
○
七
千
円

刷
費
と
、
合
併
し
て
か
ら
の
金
木
町
の

郷
土
史
郡
さ
ん
委
祇
料
呼
六
十
二
万
五

千
円
、
総
合
計
画
審
哉
会
委
員
報
酬
九

万
円
、
小
川
川
土
改
邪
難
船
進
協
雛
会

五
十
万
円
を
は
じ
め
、
附
北
五
広
域
間

淋
腱
総
合
開
発
促
進
協
縦
会
呼
へ
の
負

扣
金
七
十
七
万
二
千
円
、
そ
の
他
。

⑦
支
所
出
張
所
蛮
二
九
六
千
円

③
公
平
委
幽
会
費
六
千
円

＠
回
治
振
側
出
二
三
○
千
Ⅱ

自
治
功
労
者
に
対
す
る
紬
念
舳
代
や

消
耗
品
な
ど
の
冊
川
出
。

⑩
交
通
安
全
対
策
賀

一
、
九
五
二
千
円

夜
の
交
通
堺
故
防
止
の
た
め
水
銀
灯

な
ど
の
投
柾
費
二
十
八
万
円
、
六
人
の

「
緑
の
お
ば
さ
ん
」
Ⅱ
州
人
交
通
糀
皿

員
Ⅱ
の
報
酬
百
二
万
円
、
旅
費
、
被
服

①
賦
拠
徴
収
蛮
一
五
、
六
○
一
千
Ⅲ

税
務
職
口
の
給
料
、
折
手
当
、
共
済

組
合
典
担
金
等
が
一
千
二
百
三
十
七
万

九
千
円
、
納
税
貯
畜
組
合
に
対
す
る
報

俄
金
（
納
期
内
完
納
五
％
、
年
内
光
納

三
％
）
百
七
十
万
円
、
そ
の
他
は
旅
鋤

裾
川
黄
、
補
助
及
負
担
金
等
。

薑
戸
籍
住
民
登
録
費
一

徴
税
費

納
税
組
合
に
百
七
十
万
円

七
月
は
農
業
委
員
の
選
挙

曲
な
ど
十
九
万
八
千
円
の
ほ
か
は
、
交

通
折
導
隊
へ
の
助
成
金
二
十
万
円
を
は

じ
め
交
通
安
全
協
会
、
世
路
利
用
新
会

職
風
船
、
手
当
、
共
済
組
合
負
担
金

旅
蛮
、
淌
粍
肋
や
印
刷
賀
な
ど
経
附
経

曲
の
み
。

歳出①
選
挙
禰
叫
委
画
灸
賀二
、
○
六
○
千
円

②
選
挙
啓
発
費
一
五
○
千
円

③
股
業
委
員
選
挙
費
三
八
五
千
円

膿
業
委
幽
の
任
期
（
三
年
）
は
、
本

年
七
〃
三
十
一
日
で
任
期
満
了
。
そ
の

選
挙
掛
川
で
す
。

(il'l位千ILI)

額｜椛成比|ﾒ：分選
挙
費

予卿f:||_1

fM会1猫 17,495 2.8

総 勝 f1i 106’325 16．7

72,641／卜
蛋に 曲I~11．

上戸劃 岬
一
町術 生

一
側
一
林
一
工

曲 ８
’
８
’
２

３
７
９

５
８
８

３

８

２
７

出’ 0．1明
〆望

世 12．411『.【
ノルく

等
に
対
す
る
補
助
お
よ
び
負
扣
金
か
四

十
五
万
Ⅷ
千
円
。

①
統
計
洲
作
総
務
曲
一
、
当
・
一
八
千
円

職
幽
給
、
柵
手
当
、
共
済
組
合
負
扣

金
呼
人
件
曲
が
主
。
今

②
に
業
統
帥
制
卉
出
二
八
千
円

③
数
育
統
計
洲
介
働
川
千
円

④
所
〃
碓
汁
洲
作
劉
一
三
千
Ⅲ

⑤
商
業
統
帥
洲
從
出
四
・
ゞ
千
円

⑥
農
業
韮
本
統
帥
調
侮
批
一
・
七
○
千
円

⑦
邪
業
所
統
緋
洲
在
世
八
千
六
円

22,6161①
朧
筏
委
凸
凹
一
、
○
皇
・
羊
川

委
員
報
酬
、
職
員
船
、
諸
手
当
、
共

済
組
合
負
扣
金
呼
人
件
賀
。

曲 3．6糊

｜
岬統

計
調
査
費

監
査
委
員
費

間
一
曲

76,170土 木

iiLj liﾉj 43,236 6，8

青 ゾル
L』数 150,300 23．7

40,932ｲIIf
l亥竜

肺
”
‐
垂

〃
イ
ル ４

２
２

６
０
０

ル』、
÷、

擶 文川金 唖
一
羽術

一
一

予 ￥い
み式

635,000 ’計’ 100．0合

ｍ
ｍ

ｑ
０
１

ｔ
９
Ⅱ
Ⅱ

肋
Ⅱ

．
。
◆
’
ぷ

い
Ｉ

1

1

11

11
I】I
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司
Ｊ頚
榊
鯉
溺
費
に
約
四
千
万
円

喝
九
百
九
十
万
円
は
児
竜
手
当

民
生
出
七
千
二
百
六
十
門
万
一
千
円
五
万
円
。

の
主
な
る
も
の
は
、
職
凶
の
給
料
、
柵
④
防
犯
対
簸
賀
一
四
五
千
円

手
当
、
共
済
紺
合
負
担
金
等
の
ほ
か
、
金
木
町
防
犯
協
会
の
一
万
円
、
金
木

保
育
所
、
児
亜
館
に
か
か
る
維
賀
が
約
地
区
防
犯
協
会
負
担
金
士
一
万
五
千
円

川
千
万
円
と
大
き
い
。
ま
た
、
洲
瀬
保
ゞ
…
…
・
・
・
・
…
，
：
！
‐
；
１
．

育
所
の
入
所
児
亜
の
地
に
よ
る
、
地
築
一
児
童
福
祉
費
一

費
等
か
あ
り
、
項
側
別
に
よ
る
主
な
も

①
児
亜
福
祉
総
務
費
六
六
五
千
円

の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

保
育
所
述
桝
委
口
報
酬
三
万
円
、
新

街
灯
の
電
気
料
入
所
児
斌
安
倫
十
五
万
八
千
円
で
、

消
耗
肋
、
印
刷
鋤
、
食
剛
蛮
な
ど
五
万

年
百
五
十
余
万
円
円
、
負
担
金
と
し
て
忠
蔵
安
奄
含

万
二
千
円
、
津
幡
地
区
保
育
研
究
会
二

一
社
会
福
祉
費
一
万
円
、
県
児
噸
舘
連
絡
協
縦
会
四
千
円

釉
薄
児
施
批
．
負
川
金
三
十
八
刀
一
千
円

①
社
会
柵
祉
総
務
曲
Ⅱ
②
雌
子
細
祉
間
一
五
○
千
円

二
、
一
九
三
千
円
椰
子
柵
祉
以
大
会
の
参
加
助
成
金
。

職
幽
給
淵
、
諸
手
当
、
共
済
組
合
、
③
保
育
所
費
三
四
、
七
五
七
千
円

退
職
組
合
な
ど
負
担
金
三
百
三
十
二
万
職
幽
給
料
、
謝
手
当
、
共
済
組
合
な

七
千
円
、
街
灯
光
熱
水
出
百
五
十
六
万
ど
こ
千
五
百
三
十
一
万
三
千
円
の
ほ
か

円
、
民
生
委
員
保
捜
世
術
洲
在
委
托
料
医
師
報
仙
費
の
二
万
四
千
円
、
母
子
旅

三
十
二
万
円
、
県
お
よ
び
、
郡
関
係
各
行
六
万
円
、
措
樅
費
徴
収
謝
礼
六
万
Ⅲ

繩
団
体
へ
の
負
担
金
、
補
助
な
ど
三
十
旅
賀
一
万
円
、
狩
用
間
の
保
育
消
耗
Ｍ

八
万
二
千
円
、
扶
助
費
と
し
て
災
諜
補
百
四
十
万
六
千
円
、
事
務
消
耗
品
八
万

助
五
万
円
、
施
設
収
容
者
、
腿
期
縦
盤
円
、
光
熱
水
劉
十
四
万
四
千
円
、
給
食

者
（
た
す
け
あ
い
賛
金
）
七
万
円
等
。
燃
料
曲
八
万
円
、
そ
の
ほ
か
燃
料
出
石

②
身
体
瞭
将
我
祇
祉
出
六
○
千
円
汕
三
十
六
万
円
、
給
食
腺
材
料
の
四
百

身
障
着
柵
祉
大
会
補
助
二
万
円
、
身
三
十
五
万
七
千
円
、
修
緋
料
と
し
て
鋪

陳
者
ス
．
ポ
ー
ッ
大
会
補
助
四
万
円
。
一
保
育
所
十
万
円
、
第
二
か
十
五
万
円

③
老
人
補
祉
間
一
、
八
七
七
千
円
第
三
か
五
十
七
万
円
、
第
四
か
三
万
門

報
酬
（
老
人
家
庭
韮
仕
凶
）
五
七
万
役
務
曲
と
し
て
皿
侭
巡
搬
出
十
二
万
円

四
千
円
、
踵
が
年
金
三
十
万
円
で
委
托
洗
た
く
料
二
万
円
が
主
、
節
二
保
育
所

料
と
し
て
老
人
他
唯
診
侮
委
純
料
十
八
Ｉ
那
諦
戯
曲
八
万
一
千
円
、
備
品
朏
人

万
八
千
円
、
ね
た
き
り
老
人
鋤
問
診
在
曲
か
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
川
、
合

九
万
五
千
円
、
老
人
柵
祉
大
会
の
十
二
せ
て
百
五
十
一
万
六
千
円
、
扶
助
賀
と

万
円
、
補
助
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
Ⅷ
し
て
児
亜
災
害
兄
舞
金
二
万
円
と
な
っ

十
五
万
円
、
老
人
白
内
陣
手
術
曲
の
十
て
い
ま
す
。

④
季
節
保
育
所
賀
三
一
四
千
円
二
万
一
千
川
、
報
佃
尚
山
万
三
千
円
、

保
趾
庇
金
二
卜
万
四
千
円
、
間
食
代
旅
費
二
万
円
、
柵
川
甜
Ｗ
三
十
四
万
五

四
万
六
千
円
、
消
耗
砧
四
万
二
千
円
、
千
川
は
、
消
耗
舳
甜
四
’
二
万
三
千
円

用
具
迎
搬
价
上
料
一
万
二
千
円
か
主
。
食
繩
費
三
万
円
、
印
刷
出
一
万
円
、
光

⑤
児
近
鮪
凹
五
、
三
八
○
千
円
熱
水
費
三
刀
六
千
円
、
燃
料
徴
十
二
万

職
幽
給
料
、
譜
手
当
、
共
渋
組
合
負
八
千
円
間
食
賀
、
五
十
二
万
八
千
円
、

担
金
等
三
百
五
十
八
万
三
千
円
、
衝
金
修
繕
料
一
九
万
円
（
蒔
川
三
万
Ｎ
、
川

■
・
■
■
ｈ
６
町
由
争
●
字
■
Ｆ
Ｌ
且
■
・
●
・
凸
●
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
字
●
●
甲
■
■
■
■
■
■
●
・
●
・
■
■
■
■
■
■
■
凸
・
●
■
■
■
■
■
●
毎
・
写
・
■
■
■
■
。
。
■
●
■
■
■
■
■
■
■
凸
・
・
■
■
■
■
■
■
・
凸
争
Ｆ
Ｌ
■
■
■
■
・
■
・
■
・
■
■
■
■
■
凸
毎
句
■
■
■
■
■
■
■
・
・
●
・
■
■
■
■
■
・
・
■

｜
ｊ費
稲
商
工
業
者
の
保
証
を

￥
｜
工
防

六
百
万
円
は
公
卿
終
伽

一
６
商
哩
一
Ｌ町

内
商
工
業
得
の
黄
金
借
り
入
れ
の

保
祉
金
と
し
て
叫
怖
川
保
紙
協
会
へ
の

川
資
金
一
千
万
円
を
は
じ
め
、
公
困
整

備
費
の
六
百
万
円
、
桜
ま
つ
り
と
皮
ま

つ
り
行
珊
費
の
百
九
十
一
万
円
か
そ
の

主
な
も
の
。

一
商
工
費
》

①
商
に
総
務
賀
二
、
五
五
五
千
円

公
剛
徹
即
人
報
酬
を
は
じ
め
、
職
幽

の
人
件
凹
。

②
商
工
振
興
費
二
、
三
八
五
千
円

商
工
会
の
助
成
九
十
一
万
円
、
皮
ま

①
国
民
年
金
削
務
取
扱
出
川
、
八
九
じ
千
円

職
拭
給
、
渚
手
当
、
共
済
出
呼
叫
画

一
″
六
千
円
、
報
仙
曲
六
十
″
川
、
旅

曲
五
万
円
、
印
刷
製
本
賀
二
Ｉ
″
円
。

通
僻
迩
搬
費
一
万
Ｈ
、
県
叫
比
年
金
協

会
負
担
金
二
万
一
千
円
な
ど
。

つ
り
助
成
四
十
一
万
円
、
県
信
川
保
肌

協
会
出
資
金
と
し
て
一
千
″
円
等
。

③
観
光
費
七
、
一
七
六
千
円

公
閲
幣
附
（
遊
歩
道
の
帥
装
、
晩
巾

助
、
公
衆
便
所
な
ど
）
に
邪
六
Ｗ
〃
円

を
は
じ
め
、
勤
物
剛
料
代
・
一
・
卜
″
Ｈ
、

服
材
料
饗
の
・
干
一
刀
流
千
円
は
桜
、

椛
の
肥
料
代
、
擢
刑
脳
人
出
、
害
卿
眺

除
川
火
薬
代
、
砂
利
唯
人
代
呼
で
、
そ

の
ほ
か
各
種
間
体
負
担
金
か
六
″
六
千

円
。④
観
光
行
事
費
一
、
尺
○
○
千
円

全
額
が
桜
ま
つ
り
委
託
料
。

倉
十
六
万
円
）
、
役
務
出
五
万
七
千
Ｎ

俄
止
料
一
万
Ｎ
、
伽
品
職
人
曲
と
し
て

石
汕
ス
ト
ー
ブ
、
ブ
ラ
ン
コ
、
幻
焔
機

ほ
か
遊
肌
〈
な
ど
二
卜
九
万
一
千
Ⅲ
、
扶

助
間
の
一
万
円
。

⑥
児
瓶
拙
悩
出
九
、
九
七
○
千
円

旅
費
三
万
円
、
消
耗
鮎
、
印
刷
曲
、

法
規
他
川
刀
円
、
扶
助
曲
と
し
て
、
被

川
者
児
童
手
当
九
十
九
万
円
、
非
繊
川

者
児
亜
手
当
八
両
九
’
一
〃
円
。

⑦
保
方
所
期
築
費
望
、
三
六
八
千
円

工
典
総
督
手
埼
三
万
円
、
旅
幽
一
・
万

円
、
消
耗
仙
曲
、
食
州
甜
一
万
円
、
役

務
閏
二
千
円
、
自
助
車
俗
化
料
汎
千
円

工
事
請
負
曲
（
節
一
・
・
保
育
所
琳
築
）
一
・
◇

ｏ
ｆ
４
ｌ
△
・
聿
公
。
ｆ
Ｊ
『
４
Ｊ
◎

バ
ー
０
。
’
鴫
●
’
‐
勺
，
〃
／
‐
、
ｕ
’
‐

国
民
年
金
事
務
取
扱
費

j,HIl【 1

1

Ⅱ
Ⅱ

凸
。
。

ご
Ｉ

宮
０
，
卜
■

I『岬IlIIlI
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一
農
業
費
一

①
股
業
委
幽
会
賀
一
○
、
六
四
六
千
円

１
１
－

一
点
１

一
重
蒜

一
二
面

一
超
云

竺
畜
一
や
一

一
甦
咋

弓

L

重 点畑作や畜産に
低
寺
．

L ソ

”ﾜ

股
林
水
産
業
茜
は
、
総
予
算
額
十
二
・
四
％
で
、
教
育

鋤
、
総
務
賀
に
次
ぐ
七
千
八
百
八
十
九
万
三
千
円
と
い
う

規
模
で
、
昨
年
皮
よ
り
約
四
千
五
百
万
円
の
期
と
な
っ
て

い
ま
す
。
・

こ
れ
は
、
畑
作
パ
イ
ロ
ッ
ト
馴
業
を
は
じ
め
特
唯
物
（
だ

ぱ
こ
）
生
産
団
地
育
生
事
業
、
股
協
や
土
地
改
良
区
に
対

す
る
助
成
へ
生
活
改
苫
セ
ン
タ
ー
新
投
耶
業
な
ど
、
国
喋

の
補
助
邪
業
が
本
年
度
に
集
中
さ
れ
た
か
ら
で
す

農
協
、
土
改
区
に
も
助
成

喜
良
市
に
生
改
セ
ン
タ
ー
を

■

鯉囎 9

~

』宝乞己一国~．‐

~､範
．'学這

…

可

‐
ｃ
４

》
舞
拠

●
心
，
。
空

叩
■
Ｂ
守
ら

、
。
『
ｄ
・

委
員
報
酬
、
職
“
給
料
、
満
手
当
、

共
済
組
合
負
担
金
等
で
九
百
四
十
七
万

四
千
円
、
報
仙
賀
（
股
業
大
学
蝉
）
十

ｰ

｛
縁
‐
Ｌ
睡

寺
，
ｑ
、
今
団

P

魅｣1

』

ゼミ＝

【写真＝4年計画で拡巾改良する町道藤枝線】

油
ｈ
そ
司
引
ノ
狸
寸
勾
玉
』
４
１

七
万
七
千
円
、
旅

出
、
符
要
幽
の
六

十
六
万
四
千
円
と

負
扣
金
十
万
九
千

円
な
ど
。

②
腿
業
総
務
出

七
、
六
四
三
千
円

人
件
賀
か
主
で

そ
れ
に
符
諏
団
体

の
負
担
金
三
十
九

万
六
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

①
腱
堆
振
興
出

三
○
、八
○
三
千
円

金
木
股
協
助
成

二
百
八
十
万
円
、

股
協
合
併
経
幟
貸

金
利
子
補
給
鋤
二

百
七
十
二
万
川
千

円
、
水
稲
諏
籾
史

新
助
成
七
十
万
円

産
米
改
謹
推
進
対

策
邪
業
補
助
百
八

十
万
円
な
ど
の
ほ

か
、
畑
作
営
農
パ
イ
ロ
ッ
ト
邪
業
補
助

（
蝶
補
助
を
含
む
）
一
千
五
百
二
十
八

万
六
千
円
、
特
産
物
（
た
ば
こ
）
生
産

団
地
育
成
郡
業
補
助
（
県
補
助
含
む
）

五
百
八
万
六
千
円
、
と
土
地
改
良
区
の

助
成
な
ど
が
主
な
も
の
。

④
詩
應
賀
一
、
三
三
○
千
円

草
地
改
良
開
発
邪
推
助
成
七
十
一
万

二
千
円
、
畜
産
振
興
対
策
助
成
の
五
十

五
万
五
千
円
な
ど
。

⑤
股
業
者
年
金
螂
務
取
扱
費
五
○
千
円

④
国
土
捌
介
事
業
費
六
、
○
九
七
千
円

人
件
費
の
ほ
か
、
測
岫
委
托
料
、
面

祇
訓
算
委
托
料
が
三
百
一
万
二
千
円
、

消
耗
品
費
、
印
刷
製
本
出
等
の
二
十
九

除
雪
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
附
人
慨
の
五
百

七
十
一
万
円
を
は
じ
め
、
広
域
行
政
圏

帥
凹
に
よ
る
町
道
柊
附
費
と
し
て
三
千

六
百
五
十
五
万
円
が
主
な
も
の
。

一
土
木
管
理
費
一

①
土
木
総
務
費
一
九
、
七
二
八
千
円

職
凸
給
料
、
諸
手
当
、
共
済
負
狐
金

が
大
部
分
を
し
め
、
淵
要
甜
の
二
百
九

万
五
千
円
、
装
輪
式
除
岬
ド
ー
ザ
ー
の

五
百
七
十
万
円
塀
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
近
路
維
持
饗
（
瞳
金
、
原
材
料
か
主

砂
利
、
謹
岸
修
理
材
料
、
ヒ
ュ
ー
ム

管
、
側
満
蓋
等
）
五
二
、
○
七
千
円

陸↑患寧」道
路
橋
梁
費

整
備
さ
れ
る
町
道

除
雪
に
も
力
注
ぐ

万
二
千
円
。

⑦
山
村
振
興
馴
業
費一
九
、
五
脚
三
千
円

喜
良
市
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
嘔
覗
諦

負
曲
九
百
十
三
万
八
千
円
、
同
セ
ン
タ

ー
備
舳
胱
入
蛮
百
几
十
五
万
円
、
柏
木

線
道
路
工
蛎
請
負
賀
五
百
二
十
九
万
円

柏
木
線
道
路
砿
旧
に
よ
る
附
地
岡
収
賢

二
百
三
十
六
万
六
千
円
お
よ
び
建
造
物

秤
撤
去
補
仙
曲
が
二
十
八
万
二
千
円
。

③
股
業
振
別
地
域
幣
伽
促
進
賀
一
○
○
千
円

旅
費
四
万
円
、
消
耗
品
我
、
印
刷
製

本
曲
で
六
万
円
惇
。

⑨
生
雌
洲
盤
対
策
州
業
働
一
、
○
八
三
千
円

職
凸
時
間
外
手
当
、
滞
川
費
の
ほ
か

②
道
路
新
設
改
艮
費四
五
、
二
四
五
千
円

コ
ン
ク
リ
ー
ト
側
溝
機
術
、
金
木
地

区
百
八
十
一
万
円
、
琉
瀬
地
区
七
十
万

Ｎ
、
喜
良
巾
地
区
六
卜
万
川
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
艘
岸
六
十
一
万
九
千
Ｎ
と
な
っ

て
お
り
、
広
域
行
政
間
町
通
幣
附
の
逆

路
改
良
、
帥
装
新
投
工
那
と
も
で
三
千

百
八
十
刀
円
、
公
有
財
雌
朏
人
出
（
峻

域
行
政
閥
町
辿
推
伽
）
四
百
七
ｒ
五
万

円
、
眼
単
土
木
事
業
町
負
担
金
と
し
て

舗
装
釉
投
三
百
六
十
万
円
、
側
術
幣
備

九
十
万
六
千
円
、
藤
枝
道
路
魎
柱
移
転

お
よ
び
道
路
改
良
木
柵
呼
の
補
仙
川
十

二
万
川
。

③
橘
梁
維
持
微
三
、
三
四
五
千
円

中
柏
木
の
津
鉄
跨
線
橋
と
金
木
川
端

一
林
業
費
一

①
林
業
総
務
役
一
、
江
一
七
千
円

耽
幽
給
料
、
諸
手
当
、
共
瀧
組
合
負

担
金
で
百
・
一
十
四
万
六
千
円
、
森
林
火

災
及
び
樅
伐
防
止
と
委
託
料
の
十
八
″

三
千
円
、
雌
巾
町
村
林
野
対
策
協
砿
会

負
担
金
お
よ
び
各
川
体
助
成
金
な
ど
で

七
万
八
千
円
を
甜
化
。

寄
托
休
耕
珊
業
費
補
助
、
娠
作
奨
励
補

助
等
が
四
卜
三
万
八
千
円
で
す
。

⑩
股
村
開
発
公
社
委
托
珊
務
取
扱
費

八
○
千
円

消
耗
舳
甜
、
印
刷
賀
、
自
動
車
借
し

料
惇
。

川
の
夕
Ⅱ
柵
地
点
の
地
間
調
査
お
よ
び

投
計
の
委
托
料
が
百
三
十
七
万
侃
千
Ⅲ

工
事
請
負
出
百
六
十
七
万
円
、
原
材
料

曲
の
三
十
万
円
。

①
河
川
総
務
伐
八
一
脚
千
Ⅲ

糊
木
川
堤
防
管
叫
委
託
料
七
十
一
万

二
千
Ｎ
、
金
木
川
、
小
川
川
堤
防
雑
木

刈
払
委
託
料
の
三
十
五
″
円
の
ほ
か
、

消
耗
品
曲
の
丘
万
七
千
川
。

一
住
宅
費
一

①
住
宅
桶
川
曲
一
、
八
・
・
三
千
川

住
宅
の
州
取
替
、
雌
典
修
即
な
ど
が

五
十
九
〃
九
千
川
で
、
Ⅸ
事
請
負
出
と

し
て
蝿
根
郵
桝
正
事
、
排
水
流
水
処
叫

工
事
、
仙
椚
修
理
工
事
群
八
十
四
万
川

原
材
料
曲
の
十
六
万
円
な
ど
。

河

川

費

I
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①
数
育
委
口
会
伐
一
四
八
千
円

委
員
報
酬
、
旅
我
群
で
あ
り
ま
す
。

②
邪
務
局
費
一
二
、
三
五
九
千
円

人
件
我
が
主
で
、
火
災
保
険
料
百
四

三
万
四
千
円
、
修
学
旅
行
、
学
用
品
出

通
学
賀
補
助
群
か
二
百
六
十
三
万
二
千

円
、
雌
地
教
辿
、
北
五
地
教
辿
、
学
校

長
会
、
郡
中
体
迎
、
県
小
教
迎
、
県
中

教
迎
、
通
学
バ
ス
負
担
金
等
で
三
十
六

万
六
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
写
真
’
第
一
一
期
工
事
に
入
い
る
嘉
瀬
小
学
校
々
舎
】

蝋冨,嘉」教
育
総
務
費
一
嘉
瀬
小
の
第
二
期
工
事
費

中
央
公
民
舘
用
地
の
峨
入
も

一
小
学
校
費
一

①
学
校
管
叫
費
二
五
、
九
八
六
千
円

②
学
校
辿
築
閏
六
○
、
○
九
○
千
Ｎ

琉
瀬
小
学
校
工
邸
．
賀
（
堀
二
期
）
か

主
で
す
。
一
中
学
校
費
一

①
学
校
管
剛
費
一
○
、
三
三
六
千
円

一
社
会
教
育
費
一

①
社
会
教
育
総
務
賀二
言
、
七
五
八
千
円

中
央
公
民
紺
川
地

固
収
凹
の
三
千
万
円

の
ほ
か
は
人
件
礎
や

物
件
世
か
主
な
も
の

②
公
民
館
費

四
、
三
三
二
千
円

人
件
饗
の
ほ
か
、

濡
川
世
七
十
七
万
七

千
円
、
潴
瀬
公
民
館

工
耶
出
三
十
四
万
二

千
円
、
備
品
饗
七
十

七
万
円
、
か
主
な
も

の
℃
①
胃
少
年
問
魑
協
議

会
賀

二
八
三
千
円

》
保
健
体
育
費
一

①
保
健
体
育
総
扮
我

二
、
閥
○
八
千
円

②
体
育
施
設
曲

六
○
○
千
円

①
附
附
消
防
鋤
三
二
、
二
一
三
千
円

津
幡
北
部
消
防
事
務
組
合
負
掴
金
で

す
。②
非
附
伽
消
防
費
五
、
八
○
八
千
円

報
酬
百
二
十
万
七
千
円
、
狩
川
黄
の

百
山
十
万
一
千
円
、
ポ
ン
プ
世
場
の
修

蝿
惇
六
十
四
万
円
、
伽
州
朧
人
賀
の
四

十
四
万
三
千
円
、
各
砿
団
体
の
負
扣
金

お
よ
び
助
成
金
等
で
百
五
十
一
万
三
千

円
で
あ
り
ま
す
。

③
消
防
施
投
費
五
、
○
四
○
千
円

防
火
水
榊
新
設
工
馴
潤
二
百
二
十
五

万
円
、
消
防
ポ
ン
プ
自
励
車
聯
人
賀
二

百
七
十
九
万
円
。

津
帷
北
部
消
防
叫
務
組
合
負
扣
金
の

三
千
・
一
百
二
十
一
万
三
千
円
を
は
じ
め

防
火
水
仙
新
設
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
単

朏
入
蛮
合
せ
て
五
百
Ｗ
万
円
が
主
で
あ

り
ま
す
。

一
消
防
費
一

歳入 (巾位千円）

[轆罵 川区分 予算額構成比

93，73714．8

科
口

税町 ８
１
①
●

４
１

１

｜
Ⅱ
蝋
桜
に

’
’
１
－
認
ｊ
ｊ
Ｆ
膳
Ｉ
－

１
ポ
ン
プ
自
動
車
を
新
配
置

約
三
千
二
百
万
円
は
消
防
組
合
に

7,000

向動車取得税
交付金

6,600 ０
３
１
１５地〃交付税’326,248

交通安全対策 280101特MII交付金

分柤金及び
6，2261．0

曲狐金

仙川料及び
8，3011．3

手数料

IKII砿文出金63,958110.1

し軍
静
働
諸
壹

彌
蛾
剛
榊
叫
紺

険
認
定
邪
務
及
び
川
稼
ぎ
瓢
務
消
耗
Ｍ

閥
万
三
千
円
、
出
稼
ぎ
者
激
励
大
会

（
里
、
冬
）
四
万
匠
千
川
、
出
稼
ぎ
先

新
聞
附
沈
料
（
送
付
川
）
二
十
八
万
二

千
円
、
川
迩
納
川
袋
消
耗
品
七
十
丘
万

円
、
出
稼
ぎ
紹
守
家
族
連
絡
川
フ
イ
ル

ム
等
丘
万
門
、
出
稼
ぎ
機
関
紙
助
成
金

二
万
円
、
県
失
粟
保
険
述
絡
協
縦
会
負

扣
金
二
万
円
、
出
稼
ぎ
労
伽
満
祁
合
助

成
労
働
韮
準
協
会
衝
助
甜
一
》
・
万
四
千
円

失
業
保
険
認
定
鞭
勝
負
扣
金
十
九
万
川

等
が
主
で
す
。

④
狼
防
出
一
七
五
千
川

土
俵
な
ど
氷
防
川
演
材
、
水
防
団
へ

の
助
成
金
、
食
細
我
等
。

ﾘ,↓支出金 39,0206．2

財産収入

I渚収入

1,4400．2

ノ

ﾄ
ﾘ
）

！

13，790

68,400

2．2

町
■
ロ
・
１
０
、
Ｌ１ 10．7

計’635,0001↑00ロ
今
回
〃

》
奨
学
金
貸
与
基
金
積
立
金

①
械
立
金
一
、
○
二
六
千
円

》
Ｊ
Ｊ
Ｆ
Ｊ
ｅ
Ｕ
Ｆ
■
も
■
Ｆ
■
、
サ
ダ
勺
、
色
〃
▼
》
毎
夕
ｑ
や
■
ず
い
旬
日
〃
勺
守
ｄ
Ｆ
０
Ｔ
０
″
、
中
ｐ
Ｂ
己
伊
Ｑ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
■
甲
。
Ｆ
』

一
予
備
費

①
予
備
賀

「
１
Ｊ
議
幽
・
・
十
八
名
の
報
酬
、

洲
獅
脱
測

十
七
万
二
千
川
、
旅
出
両
二

ト
ー
〃
川
、
消
耗
Ｍ
や
食
靴
掛
六
十
一

万
Ｎ
な
ど
人
件
曲
と
物
件
費
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ｊ費
調
一
松
…
慣
‘
機
嘩

債
”
①
一
肥
金

一
９

二
・
・
、
・
一
《
七
八
千
Ｈ

喘
艮
卿
峨
徹
蝋
元
金
（
侭
剛

僧
人
金
の
本
年
腱
返
済
の
元

金
）
で
す
。

②
利
子
一
八
、
川
七
○
千
川

長
期
偵
悩
逆
利
子
お
よ
び
一
時
借
入

金
利
子
。

③
公
仙
摘
間
八
川
千
円

長
期
価
元
利
仙
逓
手
数
料
で
、
元
金

鐘
万
五
千
円
、
利
子
五
刀
九
千
円
で
す
。

子
Ｊ
樺
踊
《
一
群

’
’
九
五
一
千

后〃
ロ
、
ｒ
、
Ｒ
Ｊ
、
‐
〃
ぐ
り
ｆ
ｕ
ｒ
ｆ
０
ｊ
Ｈ
１
、
ｒ
Ｂ
１
Ｊ
Ｌ
１
〃
、
ｒ
Ｂ
凧
ノ
、
Ｌ
Ｈ
ｇ
、
Ｊ
Ⅲ
魁
〃

宰
顕
↑
又
・
中
山
今
ユ

｜
・
○
二
万
六
千
円
Ｉf司

九
/f

千
|｣』

(6）
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去
る
三
月
十
一
日
招
集
の
第
七
十
六

回
金
木
町
議
会
臨
時
会
は
、
一
月
三
十

日
に
行
な
わ
れ
た
選
挙
で
当
選
し
た
新

談
ロ
に
よ
る
議
会
の
組
織
会
と
も
い
わ

れ
る
も
の
で
、
当
日
は
、
雄
年
艮
者
の

川
・
中
・
兜
占
議
幽
か
仮
議
長
と
な
り
、
出

嚇
識
凰
十
三
名
で
、
午
前
十
時
十
分
附

会
、
三
上
町
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
選

任
さ
れ
た
木
村
金
利
議
踵
に
よ
り
、
刑

離
反
は
じ
め
各
附
任
委
幽
、
組
合
縦
風

な
ど
を
選
任
、
午
伽
十
一
時
五
分
に
閉

会
し
ま
し
た
。

談
及
ほ
か
選
任
さ
れ
た
附
任
委
員
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

金
木
町
議
会
議
奨
木
村
金
利

副
繊
災
野
窩
雄
造

１
－
１総

務
附
任
委
幽
会

◎
古
川
竹
夫
○
花
川
利
淌
、
沢
川
茂

中
谷
正
、
吉
崎
正
光
、
仰
方
兼
夫
、

米
谷
愛
雄
（
◎
印
は
委
口
艮
○
印
は

剛
委
幽
長
、
以
卜
同
じ
）

数
行
民
生
糊
任
委
凸
会

◎
川
中
魁
蔵
○
加
藤
・
早
期
、
原
川
兼

水
、
沢
山
一
郎
、
今
兼
春
、
野
宮
雄

造
、
木
村
金
利

木
村
金
窪
野
宮
唾
氏
が

金
木
町

人
第
七
十
六
回

三
月
十
一
日
の
組
織
議
会
で

Ｍ
Ｌ
Ⅲ
胆
１
１
匙

塞
鐡
今
云土

木
附
任
委
幽
会

◎
白
川
雑
五
郎
○
門
川
米
逸
、
Ⅲ
巾

勇
古
、
木
村
不
二
列
、
花
川
隆
市
、

伊
藤
浦
慈

股
林
商
工
附
任
委
員
会

◎
今
久
米
雄
○
中
谷
紙
一
、
成
川
苫

肱
、
白
川
竹
治
、
竹
内
武
六
、
其
川

血
塁
一

西
北
五
衛
生
処
蠅
組
合
瀧
口
（
一
人
）

木
村
不
二
兇

公
立
金
木
病
院
組
合
破
風
（
四
人
）

Ⅲ
中
醐
行
、
中
谷
正
、
伊
藤
消
慈
、

竹
内
武
六

西
北
五
鮒
神
薄
對
児
施
設
組
合
議
ロ

ー
人
）
中
谷
正

沌
幟
北
部
淌
防
酬
務
組
合
離
幽

（
二
人
）
古
川
竹
夫
、
花
田
些
巾

金
木
町
監
在
委
幽
（
議
会
選
出
一
人
）

田
中
蝦
蔵

金
木
町
選
挙
栂
理
委
口
会

委
ロ
Ⅱ
中
西
棋
一
、
白
川
定
道
、
高

杉
武
太
郎
、
近
藤
元
二

補
充
山
Ⅱ
雅
谷
雌
造
、
細
川
光
延
、

伊
藤
定
叫
郎
、
今
徳
盛

臨
時
会

f寒
●

奄

令．』

窪
拳
森

至

、
‐
。
．
・
Ｒ
‐
茸
Ｆ
‐
Ｊ
Ｆ
ｂ
，
畠

』

」

､

総務粥任委員艮

古川竹夫氏

土木附任委員良教育民生附任委員長総務粥任委員氏刑！叢長

白川鮫五郎氏．田中豊蔵氏古川竹夫氏野宮雄造氏

昭和4フ年度当初予算事業一覧表

議長

木村金利氏

股林商工附任委口艮

今久米雄氏

ii（財

倒ﾘI↓補助金

内 択

一・般財脈

1，160

900

288

866

712

1，972

2，700

3，000

900

1，440

17，492

31．438

総11業曲街淵f
-J1 業 '腿 償

1，0003保育jﾘ「贈築邪
米改善椛止対策ツド
産物堆産|､11地fア成邸

作散勝パイロッ｜、事
地改良|)M発『}¥

活改鮮センター雌築邪
批勉路改良､〃
園盤備1I
弼卜．一ザー購入堺

防施設』階伽'II

瀬／｣、学校建築リド
小 計

業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業

０
０
８
０

０
０
９
２

２
９
７
４

９
１
９

１
４
４１

３
１
５
５

３
８
０
２
７
４
１
０
７
０
０
５
’
２
２
０
０
５
７
６
０
３

６
０
８
８
１
０
０
０
０
４
９
８
－
０
８
０
０
５
２
０
０
６
－
４

８
０
６
６
２
０
０
０
０
０
０
２

第
産
特
川
亜
生
川
公
除
消
脈

袖

肋
８
０
０
０
０
８
４

２
０
０
０
０
９
４

９
４
０
８
１
３
９

ｐ
９
ｆ
７
↑
９
９

５
５
３
３
１
４
４
２
６

１
８
６
５
５
０
２

１

６
２１

3,500

･'1-
:Wl

０
０
０
０

０
０
０
０

０
５
２
２

９
０
９
■

１
２
８
６
１
２

V恥

潅

ゞ
単
瞳
道
Ｉ
敬

一
地
全
う
捌
町
町
到
舘

商蚊地附人|lト業
通安全対．踊邪業

きゅう単附人『|下業

源捌介'II:

域｜對町道幣伽Ijド業

単独町瞳幣伽$l｛業

il』狐，訓業負担金
央公民館破地職人事業
小釧・

７
１
１
ｌ
ｑ
Ｊ
ｎ
ｏ
ｑ
Ｊ
刀
Ｔ
ｎ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

Ｑ
Ｊ

ｎ
Ｏ
ｏ
Ｏ

０
０
０
０
０
９
６
０
５
’
７

7,200金
交
碓
氷
広
町
以
巾

０
０
０
０
９
６

８
０
０
５
２
０

２
０
０
５
７
６

？
９
９
９
９

１
３
１
３
４

３

単

独
事
業

5，000

３
４
0，000

2，200

8，400

龍
一
伽

１
’
６

４
５

４
’
７計 64,944 6合 208,9

Ⅱ
Ⅱ

９
，
，
Ｆ

''

11
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ｌ
国
民
年
金
の
古
い
保
険
料
ｌ

年
金
が
う
け
ら
れ
る
か
、
う
け
ら
れ

な
い
か
、
六
月
で
き
ま
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
古
い
保
険
料
が
特
別
に

納
め
ら
れ
る
の
も
今
月
限
り
と
な
り
ま

し
た
。

も
し
、
古
い
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い

と
、
う
け
る
年
金
和
か
少
な
く
な
る
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
年
金
か
全
然
支

給
さ
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

特
に
、
現
在
四
十
一
歳
以
上
の
人
は

こ
れ
ま
で
に
四
年
以
上
納
め
忘
れ
た
分

が
あ
り
ま
す
と
年
金
か
文
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
人
に
は
、
古
い
保
険
料

を
納
め
る
よ
う
キ
ッ
プ
を
送
っ
て
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
キ
ッ
プ
で
銀
行
か
郵

保
険
料
七
月
か
ら
改
正

一
金年民

年
金
額
は
引
き
上
げ

国

｛
４
－
０

国
民
年
金
が
か
わ
り
ま
す

こ
れ
は
、
一
度
に
引
き
上
げ
る
と
、

ｌ
‐
保
険
料
額
の
改
定
、

年
金
額
の
引
き
上
げ
Ｉ
珈
銚
密
や
岬
梱
砂
睡
憧
帷
極
壼
座
州
滝

国
民
年
金
が
、
七
月
か
ら
か
わ
り
ま
五
十
円
、
二
年
後
の
四
十
七
年
七
月
か

す
。
ら
五
百
流
十
円
と
し
た
も
の
で
す
。

ま
ず
、
年
金
額
で
す
か
、
肺
郡
年
金
今
年
度
は
四
月
か
ら
六
月
ま
で
川
面

の
一
級
（
非
粥
に
亜
い
障
瞥
）
か
川
一
五
十
円
、
七
月
か
ら
は
五
百
五
十
円
で

刀
円
か
ら
一
万
一
千
円
に
、
二
級
（
帷
す
の
で
、
納
め
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う

い
隙
瞥
）
か
月
八
千
円
か
ら
八
千
八
百
に
し
て
く
だ
さ
い
。

円
に
、
紙
子
、
雌
雌
子
お
よ
び
辿
児
年
老
令
年
金
に
つ
い
て
は
、
川
十
八
年

金
か
七
千
六
百
円
か
ら
八
千
四
百
円
に
皮
に
お
い
て
年
金
額
の
引
き
上
げ
を
巾

引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
心
と
し
た
、
大
帆
な
改
苫
か
予
定
さ
れ

ま
た
、
保
恢
料
は
四
十
五
年
の
法
徽
て
お
り
、
ま
す
ま
す
魅
力
の
あ
る
州
れ

改
服
で
、
こ
の
七
月
か
ら
月
五
百
五
十
る
年
金
に
な
り
、
あ
な
た
の
生
活
を
守

円
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
り
ま
す
。

六
月
限
り
で
す

国民年金
〃
、
く
、
に
〃
、
１
う
う
″
う
１
３
、
〃
フ
ー
ジ

使
肋
に
、
必
ら
ず
六
月
三
十
日
ま
で
に

払
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
民
裸
年
金
係
で
は
、
ご
机

淡
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
慨
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

Ｉ
で
ｆ
Ｊ
〃
〃
〃
少
、
く
ぜ
〃
〃
少
、
く
ｒ
ｆ
ｆ
Ｊ
刀
、
く
Ｋ
く
て
ぐ
４
４
〃
、
が

国民年金の保険料を

納められない人は

保険料の免除の

申出（届）をして

１
１ください。

ザ 一

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
方
法
で
国
民
年
金

の
か
け
金
密
納
め
て
い
ま
す
か
。

銀
打
に
払
込
ん
で
い
る
人
、
役
助
の

窓
口
で
納
め
て
い
る
人
、
納
付
組
織
に

入
っ
て
納
め
て
い
る
人
、
な
ど
さ
ま
ざ

ま
だ
と
思
い
ま
す
が
、
つ
い
忙
し
さ
の

た
め
に
納
め
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、
交
通
事
故

で
大
ケ
ガ
を
し
た
り
、
亡
く
な
ら
れ
た

増額年金へ加入しましょう
輌
鋸
を
納
め
る
に
は

婦
人
会
や
納
税
組
合
に

一一ゆたかな老後のために

現在、国民年金の老齢年金の縦は25年かけ金を納めた人で月8,000

円です。夫AI}2人では16,000円。

これからの世の中は年をとっても、,uiのように子供に、やすやすと頼

れないかもしれません。また、これだけの年金では、老後が不安だとい

う人たちのためにjW額年金が設けられています。

この制度は、毎月納めている450円のほかに、月350円を納めて、そ

れだけ多い年金がうけられるものです。

囹支給される額

いま、あなたがかけている年金のほか、5年細めて月900円、10年で月

1,800円、25年でノ]4,500円加算されて支給されます｡25年かけ金をし

た人は、いまかけている年金かﾉJ8,000円、それにjW額年金分として月

4,500円か川卸され、あわせてﾉー ｣12,500円の老齢年金か支給されます。

り
し
た
場
合
に
文
給
さ
れ
る
年
金
か
う

け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

国
民
年
金
の
か
け
金
を
い
つ
も
き
ち
ん

き
ち
ん
と
納
め
る
た
め
に
、
納
税
組
合

や
婦
人
会
な
ど
で
、
い
つ
も
き
ま
っ
て

災
金
し
て
納
め
て
く
れ
る
、
保
険
料
納

付
組
紙
と
い
う
の
か
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
組
織
に
加
入
し
て
納
め
る

の
が
一
番
便
利
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

夫婦2万円年金を確保しましょう

ま
だ
こ
の
よ
う
な
も
の
に
川
人
し
て

い
な
い
人
は
、
そ
の
紺
繩
の
代
衣
者
に

叩
し
出
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
う
い
う
紺
縦
に
入
り
た
い

か
、
ど
こ
に
そ
う
い
う
組
織
か
あ
る
の

か
分
ら
な
い
人
は
、
年
金
係
に
州
談
し

て
く
だ
さ
い
。
少

な
お
、
納
付
組
紙
で
川
趾
年
金
を
取

り
扱
っ
て
い
な
い
所
や
、
組
縦
の
な
い

と
こ
ろ
で
は
、
町
内
会
、
部
藩
会
ご
と

な
ど
で
柵
し
合
い
、
阿
民
年
金
の
か
け

金
も
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。こ
の
取
り
扱
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
と
、
手
数
料
を
お
支
払
い
し
ま
す
の

で
、
く
わ
し
い
こ
と
は
年
金
係
ま
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

叩ﾛd･JT叩
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